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あなたご自身のことについてうかがいます 
 

問１ 
性別 
（○は１つ） 

１．男性 ２．女性 

問２ 
年齢 
（○は１つ） 

１．25 歳以下 

２．26～30 歳 

３．31～35 歳 

４．36 歳以上 

問３ 
職業 
（○は１つ） 

１．会社員  

２．公務員 

３．自営業 

４．アルバイト・フリーター 

５．専業主婦 

６．学生 

７．無職 

８．その他（           ） 

問４ 
婚姻状況 
（○は１つ） 

１．既婚 

２．離別 

３．死別 

４．未婚 

 条件  
問４で「１．既婚」に 
〇をつけた方 

問４－１ 共働きをしていますか。 

（○は１つ） 

１．している 

２．していない 

問５ 

子どもの有

無 
（あてはま

るものすべ

てに○） 
※「１．」～「５．」

については同

居・別居もあわ

せて〇をつけて

ください。 

１．乳幼児の子どもがいる （同居・別居）  条件  
問５で「１．」～「５．」に 
〇をつけた方 

２．小学生の子どもがいる （同居・別居） 問５－１ 子どもは何人いますか。 

（○は１つ） ３．中学生の子どもがいる （同居・別居） 

４．高校生以上の学生の子 

どもがいる 
（同居・別居） １．１人 ４．４人 

２．２人 ５．５人 

３．３人 ６．６人以上 
５．社会人の子どもがいる （同居・別居） 

６．子どもはいない  

問６ 
家族構成 
（○は１つ） 

１．単身世帯（１人暮らし） 

２．夫婦のみ世帯 

３．親と子の世帯 

４．３世代世帯（親と子と孫） 

５．その他（                          ） 

問７ 

お住まいの

地区 
（○は１つ） 
※わからない方

は、「10．」に

○ を つ け

ていただき、

（  ）に町

字名をご記入

ください。 

１．小牧中学校区 

２．味岡中学校区 

３．篠岡中学校区 

４．北里中学校区 

 

５．応時中学校区 

６．岩崎中学校区 

７．桃陵中学校区 

８．小牧西中学校区 

 

９．光ヶ丘中学校区 

10．わからない 

町字名      

（        ） 
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結婚観についてうかがいます 
 

問８ 

（全員） 
あなたは、結婚についてどのようにお考えですか。 

それぞれ 

〇は１つ 
 

選択肢（それぞれ〇は１つ） 
とても 

思う 

やや 

思う 
わからない 

やや 

思わない 

まったく 

思わない 

１．一定年齢に達すれば結婚するのが自然
である 

     

２．結婚することによって、それまで以上
に社会的信用が高まる 

     

３．結婚をするかしないかは、個人の自由
である 

     

４．結婚は人生の中の１つの大きな節目で
あり、社会人としての自覚が高まる 

     

５．結婚することによって、心のやすらぎ
や充実感が得られる 

     

６．結婚することによって、仕事や家事な
どの面で責任や負担が重くなる 

     

７．結婚することによって、束縛され自由
がなくなる 

     

８．その他（理由を記入）  

 

問９ 

（全員） 

最近は晩婚化・非婚化の傾向にあると言われていますが、その理由は何だと思

いますか。 

あてはまるもの 

すべてに〇 
 

１．仕事を持つ女性が増えて、女性自らの経済力が

向上した 

２．独身生活の方が自由である 

３．家事・育児に対する女性の負担、拘束感が大き   

  い 

４．社会慣行としての見合いが減少した 

５．結婚しないことに対する世間のこだわりが 

少なくなった 

６．結婚しなくても不便を感じない 

７．仕事と結婚の両立ができない 

８．女性の高学歴化が進んだ 

９．結婚したくても交際相手がみつからない 

10．その他（              ） 

11．わからない 

 

 

問 10 

（全員） 
家庭での家事分担はどのようにするのがよいと思いますか。 

〇は 

１つ 
 

１．２人で協力すべきだと思う 

２．時間がある人がやればよい 

３．できる人がやればよい 

４．別の誰かに頼めばよい 

５．わからない 

６．その他（               ） 
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問 11 

（全員） 
家庭内での子育て、教育はどのようにするのがよいと思いますか。 

〇は 

１つ 
 

１．２人で協力すべきだと思う ４．別の誰かに頼めばよい 

２．時間がある人がやればよい 

３．できる人がやればよい 

５．わからない 

６．その他（               ） 

 

問 12 

（条件） 

 条件  今まで結婚したことがない方（問４で「４．未婚」に○をつけた方） あてはまるもの 

すべてに〇 あなたが現在結婚していない理由は何ですか。 
 

１．結婚するには、まだ早いと思っているから 

２．結婚をする必要性を感じないから 

３．今の結婚制度ではあてはまらないから 

４．今は、仕事（または学業）に打ち込みたいから 

５．独身の自由さや気楽さを失いたくないから 

６．適当な相手にめぐり会わないから 

７．異性とうまく付き合えないから 

８．経済的に余裕がないから 

９．親や周囲が結婚に同意しない（だろう）から 

10．一生、結婚するつもりはないから 

11．特にない・わからない 

12．その他（                ） 

 

子育てについてうかがいます 
 

問 13 

（全員） 
あなたの、子どもを持つことに対する考えに近いものはどれですか。 

〇は 

３つまで 
 

１．家族の結びつきを強める 

２．家族が明るく楽しくなる 

３．子育てにより自分自身も成長していく 

４．老後の扶養や介護を頼ることができる 

５．跡継ぎができる 

６．子は社会の宝である 

７．その他（             ） 

８．子どもを持つことに意味を見出せない 

９．わからない 

 

問 14 

（全員） 

近年、合計特殊出生率（ひとりの女性が一生の間に生む子どもの人数の平均

値。平成 30 年の全国平均は 1.43）の低下が注目され、国や県、市町村におい

て様々な施策が行われていますが、依然として出生率は低下しています。 

あなたは、この原因をどのようにお考えですか。 

〇は 

３つまで 

 

１．経済的負担が大きいから 

２．精神的・肉体的負担が大きいから 

３．仕事と子育ての両立が困難だから 

４．夫婦の生活を重視したいから 

５．住宅が狭いなど、住居環境がよくないから 

６．公園、遊び場が少ないなど、生活環境がよくな

いから 

７．結婚しない人が増えたから 

８．その他（                ） 
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問 15 

（全員） 
あなたが理想とする子どもの人数は何人ですか。 

〇は 

１つ 
 

１．０人 ３．２人 ５．４人 

２．１人 ４．３人 ６．５人以上 

 

問 16 

（条件） 

 条件  現在お子さんがいる方（問５で「１．」～「５．」に○をつけた方） 〇は 

１つ 理想とする子どもの数と、実際の子どもの数に違いがありましたか。 
 

１．理想よりも実際の子どもの方が多い 

２．理想と同じ子どもの数である 

３．理想よりも実際の子どもの数の方が少ない  

 

問 17 

（条件） 

 条件  
問 16 で 

「３．理想よりも実際の子どもの数の方が少ない」に〇をつけた方 
あてはまるもの 

すべてに〇 その理由は何ですか。 
 

１．子育ての身体的・精神的な負担が大きいから 

２．子育てのための経済的な負担が大きいから 

３．仕事と子育ての両立が困難だから 

４．保育所などの子育てを支援してくれるサービス 

が十分でないから 

５．自分自身の生活を楽しみたいから 

６．自分または配偶者・パートナーの健康上の理由

から 

７．住宅が狭いなど、住居環境がよくないから 

８．子どもをとりまく環境に不安があるから 

９．子育てに自信がないから 

10．その他（                ） 

 

問 18 

（条件） 

 条件  現在お子さんがいる方（問５で「１．」～「５．」に○をつけた方） あてはまるもの 

すべてに〇 妊娠・出産・子育てを通じて困ったことや悩んだことはありますか。 
 

１．妊娠時の体調変化や健康管理 

２．出産時の不安 

３．子どもの健康 

４．子どもの生活習慣（食事など） 

５．子どもの性格 

６．子どもの育て方（しつけ方） 

７．子どものいじめの問題 

８．自分の健康や体力への不安 

９．自分の時間がない 

10．職場で希望する休暇がとれない 

11．配偶者・パートナーが協力的でない 

12．配偶者・パートナーとの育児の方針があわない 

13．祖父母など身近な協力者がいない 

14．家計に余裕がない 

15．安心して預けられる所がない 

16．親同士のつきあい 

17．近所に一緒に遊べる子どもがいない 

18．近所に同じ年頃の子どもを持つ友達がいない 

19．近所に遊び場がない 

20．住宅が狭い 

21．妊娠・出産・子育てについて、相談できる相手・

場所がない 

22．その他（                ） 

23．特にない 
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問 19 

（全員） 

次に挙げることがらのうち、どのようなことがあれば、あなたは（もっと）子どもが欲

しいと思うと思いますか。 

〇は 

３つまで 
 

１．妊娠・出産に伴う医療費の補助  

２．妊娠・出産に関する医療サービスの向上  

３．産婦人科の充実  

４．不妊治療に関する医療機関の充実や補助金の 

整備  

５．幼稚園・保育園などの充実  

６．幼稚園・保育園などの費用の補助  

７．地域や自治体の育児支援サービスの充実  

８．ベビーシッターや民間の家事・育児支援 

サービスの利用にかかる費用への補助や 

税金の控除 

９．将来の教育費に対する補助  

10．住居費用の補助  

11．配偶者・パートナーの家事・子育てへの協力  

12．自分または配偶者・パートナーの親の家事・子

育てへの協力  

13．勤務先の産休・育児休業制度  

14．勤務先の育児短縮勤務制度  

15．職場の理解  

16．その他（                         ） 

17．特にない 

 

問 20 

（全員） 

子どもたちが成長し大人になる過程で、どのような経験をつみ、どのような力をつ

けるべきだと思いますか。 

〇は 

２つまで 
 

１．自分はかけがえのない存在であると感じられ、それを基礎としていのちの大切さを理解することがで

きるよう、いのちの授業等を通して学ぶことができること 

２．「ひと」との関係の中で、相手の存在価値を認めることができ、家庭や学校や地域活動の中で、豊かな

心を育みあう経験をすること 

３．成長過程の中で、さまざまな機会を通して学んだことを知識としてとどめるだけでなく、家庭や学校

や地域活動の中で、自分の生きる力として活用できる経験をすること 

４．知識や経験をもとに、家庭や学校や地域活動の中で、成長の過程の中で起きる様々な事柄について正

しく判断・決定する経験をすること 

５．その他（                                           ） 
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仕事や家庭生活についてうかがいます 
 

問 21 

（全員） 

あなたの生活の中の、「仕事」と「家庭生活」などの優先度はいかがですか。 

（１）現実と（２）希望のそれぞれについてお答えください。 

〇は 

１つ 

 

（１）現実に優先しているもの【〇は１つ】 
 

１．仕事 ３．地域活動 ５．その他（        ） 

２．家庭 ４．自分の時間 ６．わからない 

 

（２）希望として優先したいもの【〇は１つ】 
 

１．仕事 ３．地域活動 ５．その他（        ） 

２．家庭 ４．自分の時間 ６．わからない 

 

問 22 

（全員） 

男女ともに子育てと仕事の両立を図りやすくするために、職場（企業）はどのよう

な環境整備をするべきだと思いますか。 

〇は 

３つまで 
 

１．妊娠・出産等に関する情報提供 

２．妊娠活動中（妊活）の時期への理解や配慮 

３．妊娠中の通勤・就労などに配慮した各種制度（時間差出勤制度など） 

４．産前産後の休暇が十分にとれる制度 

５．子どもが満１歳になるまでの育児休業期間にある程度の給料保障がされる制度 

６．育児休業期間が１年を超えてとれる制度 

７．出産・育児などのため会社を辞めた女性を再雇用する制度（再雇用制度） 

８．育児が必要な場合に、就業時間を縮めることができる制度（短時間勤務制度） 

９．就業時間をある程度自由に融通できる制度（フレックスタイム制度） 

10．自宅で仕事をすることができる制度（在宅勤務制度） 

11．子どもが病気やけがのときなどに休暇がとれる制度 

12．子どもの行事（運動会やお遊戯会など）に参加するための休暇制度 

13．企業（職場）内に託児所を設けること 

14．男女ともに子育てと仕事が両立しやすいよう、企業（職場）内で子育てへの理解を広めていくこと 

15．保育料に対する企業（職場）からの助成 

16．その他（                                    ） 

17．特に希望することはない 

18．わからない 
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地域の中での子育てについてうかがいます 
 

問 23 

（全員） 

近年、共働き家庭の増加や核家族化にともない、放課後の児童の過ごし方が注

目されています。 

放課後の児童について、塾や習い事で多忙だと思いますか。 

〇は 

１つ 

 

１．思う  ２．思わない ３．わからない 

 

問 24 

（条件） 

 条件  問 23 で「１．思う」に〇をつけた方 〇は 

３つまで 多忙だと思う理由はなんですか。 
 

１．睡眠が不足しているように感じる 

２．集中力が欠けているように感じる 

３．自分の子どもの頃に比べると多忙に感じる 

４．本人から聞いたり、ほかの保護者との会話で見聞きしたりすることがある 

５．本人が塾や習い事を辞めたいと言っている  

６．その他（                                  ） 

 

問 25 

（全員） 

放課後の児童について、放課後児童クラブなどが終わったあとは、いつも何時に

帰宅するべきだと思いますか。 

また、その理由をご記入ください。 

〇は 

１つ 

 

１．午後４時よりも前 

２．午後４時から午後５時よりも前   

３．午後５時から午後６時よりも前 

４．午後６時から午後７時よりも前  

５．午後７時から午後８時よりも前 

６．午後８時よりも後 

７．その他（               ） 

 

選択した理由 
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問 26 

（全員） 

放課後の児童について、児童が放課後を父母や親族と一緒に生活できず、１日

の学校生活を終えてもすぐに家族と接することができない児童が増えています。 

このような児童の成長の過程として望ましい放課後の過ごし方を以下の表から

選んでください。 

〇は 

３つまで 

 
 

〇を記入 
（〇は３つまで） 

 

内容 

 １．自宅で学習や読書 

 ２．自宅で自由に過ごす（テレビやゲームなど） 

 ３．祖父母等の親族の家で過ごす 

 ４．友達と自由に過ごす 

 ５．学習塾 

 ６．ピアノや習字などの習い事（地域のスポーツクラブ含む） 

 ７．部活動 

 ８．児童館 

 ９．放課後子ども教室 

 10．児童クラブ 

 11．地域のボランティア活動に参加する 

 12. わからない 

 13．その他（                                ） 

 

問 27 

（全員） 

最近、児童虐待などの子育てについての問題が取り上げられています。虐待予

防のために、あなた自身はどのようなことができると思いますか。 

あてはまるもの 

すべてに〇 
 

１．公園や児童館などで孤立している（しそうな）親子に声をかける 

２．自分のまわりの親子に意識を向ける 

３．自分のまわりの親子に声をかける 

４．自分のまわりの子どもをほめる・叱る 

５．市役所や児童相談所へ電話（通報）する 

６．その他（                                    ） 

７．わからない 

８．何もできることはない 
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問 28 

（全員） 

あなたは、地域の中で子どもたちのためにどのような活動に参加されています

か。 

あてはまるもの 

すべてに〇 
 

１．子どものサークル活動（読書会、映画会、人形劇など） 

２．近所の子どもの世話 

３．スポーツ・レクリエーションの指導 

４．子ども会活動 

５．近所の子どもの勉強をみてあげる 

６．障がいのある子どものためのボランティア 

７．保育所・幼稚園、学校の保護者会、ＰＴＡ活動 

８．児童館や子育て世代包括支援センター等での活動 

９．その他（                                     ） 

10．特に活動に参加していない 

 

問 29 

（全員） 

あなたは、今後子どもたちのためにボランティア活動をしたいと思いますか。ま

た、現在活動中の方は、今後とも活動を続けて行きたいと思いますか。 

〇は 

１つ 
 

１．ぜひ活動したい 

２．できれば活動したい 

３．子育てが終わったらその経験を活かした活動をしたい 

 

 

４．あまり活動したいと思わない 

５．まったく活動したいと思わない 

 

問 30 

（条件） 

 条件  問 29 で「１．」～「３．」（活動したい）に○をつけた方 あてはまるもの 

すべてに〇 どのようなボランティア活動をしたいと思いますか。 
 

１．子どものサークル活動（読書会、映画会、人形劇など） 

２．子育ての経験を活かした相談  

３．近所の子どもの世話 

４．スポーツ・レクリエーションの指導 

５．子ども会活動 

６．近所の子どもの勉強をみてあげる 

７．障がいのある子どものためのボランティア 

８．保育所・幼稚園、学校の保護者会、ＰＴＡ活動 

９．児童館や子育て世代包括支援センター等での活動への協力 

10．その他（                                   ） 
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問 31 

（全員） 
児童が健全に成長するために、地域に期待することは何ですか。 

あてはまるもの 

すべてに〇 
 

１．児童が参加できる活動を行う（映画会、読み聞かせ等） 

２．積極的に児童の育成（しつけ）に関わる【しかる・ほめる】 

３．学校の放課後活動（部活動）を支援する 

４．子どもの活動に親（保護者）たちの積極的な参加を促す 

５．気軽に情報交換や相談ができる場や子育てサークルなどを主催し、保護者の子育てを支援する 

６．地域の会館などを利用して、宿題や勉強の支援を行う 

７．連携を取り合い、地域で子どもたちの自主的な活動を育成・支援する 

８．登下校の安全確認や非行防止活動を行う 

９．児童が地域活動に参加できる場をつくる（清掃ボランティア等） 

10．その他（                                   ） 

 

問 32 

（全員） 

子どもを健やかに育てる上で、地域で感じられる問題の深刻度について、あなた

のお考えに近いものはどれですか。 

〇は 

１つ 

※①～⑬についてそれぞれ○は１つ 

 

 

深刻な

問題で

ある 

問題で

ある 

どちら

ともい

えない 

あまり

問題で

ない 

まった

く問題

でない 

わから

ない 

① 子どもたちが安全で自由に遊べる場所が

地域に少ない 
１ ２ ３ ４ ５ ６ 

② 道路の道幅・段差などが子どもにとって

安全でない 
１ ２ ３ ４ ５ ６ 

③ 子どもをねらった犯罪が多い １ ２ ３ ４ ５ ６ 

④ 子どもの健康に有害な物質のおそれ（環

境ホルモンなど） 
１ ２ ３ ４ ５ ６ 

⑤ 母子・小児の医療機関が充実していない １ ２ ３ ４ ５ ６ 

⑥ 地域で子どもをしつける（しかる・ほめ

る）大人が少ない 
１ ２ ３ ４ ５ ６ 

⑦ 地域で育児を助け合うような環境が十分

整備されていない 
１ ２ ３ ４ ５ ６ 

⑧ 子どもが高齢者と接する機会が少ない １ ２ ３ ４ ５ ６ 

⑨ 子ども同士の交流が少ない １ ２ ３ ４ ５ ６ 

⑩ ネットやスマホとの関わり方やトラブル

のおそれがある 
１ ２ ３ ４ ５ ６ 

⑪ いじめなど人間関係のトラブルのおそれ

がある 
１ ２ ３ ４ ５ ６ 

⑫ 子どもが参加できるような地域での活動

が少ない 
１ ２ ３ ４ ５ ６ 

⑬ 障がい児の育成のための施設が不足して

いる 
１ ２ ３ ４ ５ ６ 
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問 33 

（全員） 

最後に、教育・保育環境の充実など子育ての環境や支援に関してご意見がござ

いましたら、自由にご記入ください。 

自由 

記述 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご協 力 、ありがとうございました。  

 
 


